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	1�;� 	��; �� �x �� �V �P 5 cal％に制限される．一方，専用のミルで木質バイ

微粉炭火力の木質バイオマス高比率混焼技術の開発  æ �y æ � Õ ì Œ Œ Ž È � �y �y �y�y æ  æ �yæ  æ

æ æ  æ  æ  æ � V � V � V � V � V � V � V � V � V � V � V 3.0 ％ /min の変化率での安定した負荷変化も実現した．このミル改造内容は，容易に元
の石炭用ミルに戻すことが可能なものであり，新設に加え，既設設備の改造にも対応可能である．一方，バーナは，
木質バイオマスと石炭をそれぞれ専焼させるバーナとして，安定燃焼を得たので，報告する．

Co-firing technology that achieves a very high woody biomass-to-coal ratio has been developed. This paper presents the 
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オマスを粉砕し，微粉炭管で混合することで混焼率を最大
で 17 cal％に上げることを実現している事例もある ( 10 )．
本開発では，木質バイオマス混焼率 30～ 50 cal％の高
比率を早期に実機実用化することを視野に，燃焼技術開発
とともに適合するボイラシステム構成，バイオマス燃料の
供給システムに対しても併せて検討を実施している．その
うち本稿では，木質バイオマスを大容量で粉砕するミルと
それを専焼するバーナの開発について報告する．新設のみ
ならず既設改造を考慮して，石炭用ミルの改造で木質バイ
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6.　ま　と　め

微粉炭焚きボイラで高比率の木質バイオマスを混焼させ
る技術開発を進めた．本稿ではミルとバーナにつほ

る技 つ本ルとはミ 質バにミるつ進でナ木炭混るをつきナつ焚ルとと炭混
ルと率質るとバ炭 ナナ 本 稿炭 は 発きとつ焚ルと と とつバき技をは バをでるつと をき 炭つをバ ．本ーナにミ 炭焚バ本つル∵つ混焼∵∵．本ーとはミ 稿琶率つ∵∵ をバ は つバ∵つ昒と∵ルュュ∵ル∵りきれ ∵せ 焼 率きと

つ昒す昒かか


